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　ながしま造形美術展が 10 月 24 日に開幕。
会場の太陽の里ピクニック広場には、町内一円
から集まった力作が所狭しと並びました。



花（火ノ浦）
直江兼続愛の兜（福ノ浦）

「神
シェンロン

龍」（鷹巣中ＰＴＡ）

汐見龍（汐見小ＰＴＡ）

ヤッ鷹ワン（鷹巣小ＰＴＡ） ガラカブ（長島中ＰＴＡ）
ヒラメの活きづくり（川床中ＰＴＡ）

カマキリ（本浦小ＰＴＡ）

カニの館（汐見小）

個性奏でる風鈴（川床中）

門松（城川内小）

たかのすドッキリメカ（鷹巣小）

獅子島ワクワクランド（獅子島小）
じゃがいも（蔵之元小）

　

町
民
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
『
な
が
し
ま
造
形

美
術
展
』
が
10
月
24
日
、

〝
新
た
な
歴
史
と
文
化
に

夢
と
感
動
！
長
島
か
ら

「
元
気
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
〟

を
テ
ー
マ
に
、
太
陽
の
里

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
で
開
幕

し
ま
し
た
。

　

２
町
合
併
後
、
２
回
目

の
開
催
と
な
る
今
回
は
、

杉
の
葉
や
ス
ス
キ
、
竹
、

ヒ
オ
ウ
ギ
貝
な
ど
、
ま
ち

の
自
然
を
生
か
し
て
制
作

し
た
１
㍍
か
ら
５
㍍
超
級

の
作
品
１
１
７
点
が
展
示

さ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ

る
入
場
者
に
感
動
を
届
け

て
い
ま
す
。

　

出
展
さ
れ
た
作
品
は
、

「
一
般
の
部
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

部
」「
学
校
・
幼
稚
園
の

部
」
の
３
部
門
で
審
査
さ

れ
、
各
賞
が
決
定
し
ま
し

た
。

Nagashima

ARTFESTIVAL

感動の超大作がずらり

新たな歴史と文化に夢と感動！長島から「元気」をプレゼント

一
般
の
部

ＰＴＡの部

学校・幼稚園の部

最優秀賞最優秀賞

最優秀賞

優秀賞優秀賞
優秀賞

優良賞優良賞
優良賞

優良賞
優良賞優良賞

特別賞

優秀賞

優秀賞

優良賞
優良賞

優良賞

優秀賞

優秀賞

優良賞

優良賞
優良賞

やまなか生まれ！手まりパンダ（山中）

カカシ、オハラ祭り（御所ノ浦）

だれやめには、いも焼酎（藤之元）マンモス（蔵之元）ハウルの動く城（杉ノ段）

シロサバフグ（加世堂）パンダのすべり台（矢堂）
ティラノサウルス（西）

長島名産焼酎だんだん（梅ノ木山）

第 13回ながしま造形美術展
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　長島全島から出品されるよう

になって２回目の造形美術展と

あって、従来の表現から一歩新

しい方向へ進んだ作品が多く見

られた。

　地域の素材を手慣れた加工技

術で、似たようなものを繰り返

しつくってきた前回までの出品

作 と 異 な っ て、 今 回 は 新 し い

テーマに挑んだ作品がでてきて

いた。それもテレビやマンガか

ら借り物の題材ではなく、地域

の生活環境から生まれてくる主

題に転換されたものがでてきて

いた。

　本来、美術造形の表現は、今

生きている人間の存在を中心に

し て 創 作 さ れ る も の と 考 え れ

ば、この長島町の造形美術展も

絶えずその創作性が求められる

のは当然のことである。

　公民館やＰＴＡなどの活動の

一つとして造形物をつくり、造

形美術展を開くという非常に珍

しい催事であるだけに、今後と

もより新しい、そして素晴らし

い作品が生まれてくることを強

く期待したい。それすなわち長

島 町 の 人 々 の エ ネ ル ギ ー で あ

り、誇りになるものと信じる。

第 13 回ながしま造形美術展
審査委員長　楠畑  裕也

Comment

Nagashima　ARTFESTIVAL第 13回ながしま造形美術展

↑連夜の作業で間もなく完成（蔵之元） ↑杉ノ葉を利用しやすく裁断（山中）

↑部位ごとに搬入し会場で組み立て（城川内）↑大きな作品をクレーンで設置（杉ノ段）↑会場に搬入し、制作の最終段階（唐隈）

↑力作を会場に設置し、町長と記念撮影（広野）

↓会場の太陽のピクニック広場には、連日、たくさんの観客が詰めかける

↑テープカットで造形美術展が幕開け

↓
出
水
中
央
高
校
吹
奏
楽
部
が
オ
ー
プ

　

ニ
ン
グ
を
盛
り
上
げ
る

↓
作
品
の
完
成
を
祝
い
餅
ま

き
（
矢
堂
）

↑
長
島
町
商
工
会
の
抽
選
券
付
共
通
商
品

券
の
抽
選
を
、
造
形
美
術
展
会
場
で
実
施
。

景
品
の
引
き
換
え
は
平
成
21
年
12
月
15
日

ま
で
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地
域 医療機関名 住所  電話番号 通院患者

（かかりつけ患者）
一般来院者

（一般接種希望者）

阿
久
根
市

脇本病院 阿久根市脇本９０９３－２ 75-2121 ○ ×
黒木胃腸科外科医院 阿久根市脇本７３９０－１ 75-0200 ○ ○
阿久根市国民健康保険大川診療所 阿久根市大川８２２４ 73-0054 ○ ×
植村整形外科 阿久根市赤瀬川４３０３－１ 72-1041 ○ ×
しみずこども医院 阿久根市赤瀬川３８８０－３ 68-0633 ○ ○
有村産婦人科内科 阿久根市栄町１２７－３ 73-4180 ○ ○
上園医院 阿久根市本町１５２ 73-1055  ○ ○
北国医院 阿久根市本町１８４ 72-0016 ○ ○
山田クリニック 阿久根市本町６３ 72-0420 ○ ○
内山病院 阿久根市高松町２２ 73-1551 ○ ○
喜多医院 阿久根市大丸町１５０ 72-0038 ○ ○
林胃腸科外科 阿久根市大丸町８６ 73-3639  ○ ○
門松医院 阿久根市鶴見町２０３ 64-6100 ○ ○
鶴見医院 阿久根市鶴見町１１９ 73-0553 ○ ○
いまむらクリニック 阿久根市塩鶴町２丁目１２３ 73-1700 ○ ×
出水郡医師会立阿久根市民病院 阿久根市赤瀬川４５１３ 73-1331  ○ ×

出
水
市

吉井医院 出水市米ノ津町１２－５０ 67-1111 ○ ○
境田医院 出水市米ノ津町３５－２０ 67-2600 ○ ○
よしだ泌尿器科クリニック 出水市黄金町４２７－１ 63-7800 ○ ○
東医院 出水市六月田町３６０ 67-1861 ○ ○
整形外科ばばぐちクリニック 出水市六月田町７１１ 64-8260 ○ ×
出水総合医療センター 出水市明神町５２０ 67-1611 ○ ○
林泌尿器科クリニック 出水市明神町２３５５ 64-8800 ○ ○
つかさとクリニック 出水市下知識町１５１８－１ 67-5560 ○ ○
市川医院 出水市緑町４３－４１ 63-3151 ○ ○
広瀬産婦人科医院 出水市昭和町１５－２０ 62-1559 ○ ×
おかだクリニック 出水市昭和町４５－１ 63-7011 ○ ○
三慶医院 出水市上鯖渕１９６６ 63-2333 ○ ○
白男川クリニック 出水市上鯖渕７６ 62-0009  ○ ×
出水病院 出水市麓町２９－１ 62-0419 ○ ×
吉田耳鼻咽喉科医院 出水市本町３－５ 62-0170  ○ ×
二宮医院 出水市本町４－４５ 62-0167 ○ ○
クリニック・なかむら 出水市向江町２－１５ 62-0241 ○ ×
福永内科循環器科 出水市向江町１３－２８ 62-8200 ○ ○
キッズクリニック 出水市向江町１９－２４ 63-7707 ○ ○
わかすぎ皮フ科クリニック 出水市中央町１３９０ 64-1313 ○ ○
平田整形外科クリニック 出水市上知識町８５６ 62-8801 ○ ×
しもぞのクリニック 出水市五万石町８０２ 63-8300 ○ ×
老人保健施設ラ・フォンテいずみ 出水市五万石町２８１ 62-7005 ○ ×
せき耳鼻咽喉科クリニック 出水市大野原町７１ 64-1187 ○ ×
楠元内科医院 出水市平和町２２４ 62-8600 ○ ○
吉井中央病院 出水市平和町３３６ 62-3111 ○ ○
こどもクリニック永松 出水市平和町２５－２ 64-1500 ○ ○
さくら通りクリニック 出水市平和町２２８ 62-2311 ○ ○
高尾野医療センター 出水市高尾野町大久保３８１６－２８ 82-0017 ○ ○
朝倉医院 出水市高尾野町大久保１５７－５ 82-0065 ○ ○
奥田蘇明会医院 出水市高尾野町大久保１３ 82-3998 ○ ○
友愛クリニック 出水市高尾野町大久保２０１２－ 1 64-2101 ○ ○
恒吉医院 出水市高尾野町柴引１５１５ 82-0048 ○ ○
高尾野病院 出水市高尾野町下水流８６２－１ 82-3113 ○ ×
出水総合医療センター野田診療所 出水市野田町上名６１０３ 84-2023 ○ ○
来仙医院 出水市野田町下名６９０９ 84-2005 ○ ○
西出水眼科 出水市上知識町８１５番地 62-8810 ○ ×

長
島
町

長島町国民健康保険平尾診療所 長島町平尾１３４ 88-2595 ○ ×
長島クリニック 長島町指江８２－１３ 88-6405  ○ ○
飯尾医院 長島町城川内８８ 88-5040  ○ ○
長島町国民健康保険鷹巣診療所 長島町鷹巣１８１４ 86-0054 ○ ○
高野医院 長島町鷹巣３６８１－２ 86-1031 ○ ○
長島町獅子島へき地診療所 長島町獅子島６８９－１ 89-3081 ○ ○
長島町川床へき地診療所 長島町川床９４３ 87-0038 ○ ○

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
重
く

な
っ
た
り
、
亡
く
な
っ
た
り
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
一
定
の
効
果
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
万
能
の

解
決
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

そ
の
生
産
量
は
世
界
的
に
見
て
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ワ
ク
チ

ン
の
活
用
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
と

は
？

　

感
染
力
は
強
い
で
す
が
、
多
く
の

患
者
は
軽
症
の
ま
ま
回
復
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、基
礎
疾
患
（
糖
尿
病
、

ぜ
ん
そ
く
な
ど
）
の
あ
る
人
や
妊
婦

は
重
症
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
注

意
が
必
要
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
意
義
は
？

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
は
、
は
じ
め
て
つ
く
る
も
の

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
か

ら
、
重
症
化
や
死
亡
の
防
止
に
は
一

定
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
感
染
を
防
ぐ
効
果
は
証
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
接
種
し
た
か
ら

10/19 

11/16

10/9 11/610/20 12/711/24 12/24

(12/18)

11/20 

11/4 

11/20

12/1

11/6

と
い
っ
て
、
か
か
ら
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・
安
全
性
は
？

　

国
内
産
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
安
全
性

は
長
年
接
種
さ
れ
て
き
た
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
同
程
度

と
考
え
ら
れ
、
有
効
性
も
あ
る
程
度

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

輸
入
ワ
ク
チ
ン
は
、
海
外
で
承
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
有

効
性
・
安
全
性
を
確
認
し
て
か
ら
実

際
の
接
種
を
は
じ
め
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
と
リ
ス
ク

は
？

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
多
く
の
人
に
重

症
化
予
防
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
し
ま
す
が
、
接
種
後
、
は
れ
た
り
、

熱
が
出
た
り
す
る
な
ど
の
症
状
が
出

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
ま
れ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
重
篤
な
症
状
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
点
を
理
解
し
た
う
え
で
、
個

人
の
判
断
に
よ
り
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

優
先
接
種
対
象
者
へ
の
接
種

　

ワ
ク
チ
ン
の
数
に
は
限
り
が
あ
る

た
め
、
現
段
階
で
は
優
先
接
種
対
象

者
だ
け
の
接
種
と
な
り
ま
す
。

　

優
先
接
種
対
象
者
は
、
各
自
で
医

療
機
関
を
予
約
し
て
の
接
種
に
な
り

ま
す
の
で
主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

非
課
税
世
帯
の
妊
婦
、
１
歳
未
満

の
保
護
者
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
等

に
は
、
非
課
税
証
明
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
接
種
の
際
に
医
療
機
関
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
非
課
税
世
帯

で
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
は
、
保
健
衛

生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
者
に
応
じ
て
、
保
険

証
、
母
子
手
帳
、
優
先
接
種
対
象
者

証
明
書
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
医
療
機
関
へ
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
１
０
５

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
63
）
３
１
１
１

優先接種料金
対象者 接種料金

生活保護、非課税世帯 無料
１歳～ 13 歳未満　 無料

13 歳～高校３年生　 無料

課税世帯で基礎疾患、妊婦、６５歳以上等 １回目　２，０００円
２回目　１，０００円

※助成は優先接種対象者だけです。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

●出水地区内のワクチン接種医療機関

優先接種スケジュール

ワクチン接種までの流れ
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10
月
18
日
、
長
島
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
杉
本
健
勇
会

長
）
が
結
成
25
周
年
を
記
念

し
て
、
町
立
図
書
館
に
図
書

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
図
書
は
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
文
庫
と
し
て
鷹
巣

図
書
館
と
指
江
図
書
館
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
オ
ン

ズ
文
庫
に
は
、
今
話
題
の
も

の
や
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
な
ど
約

２
６
０
冊
が
あ
り
ま
す
。

  

同
ク
ラ
ブ
の
杉
本
会
長
は

「
町
民
や
子
ど

も
た
ち
の
読
書

活
動
に
少
し
で

も
役
に
立
て
れ

ば
嬉
し
い
で

す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

９
月
に
大
阪
府
や
福
岡
県
で
、
腐
食

が
進
ん
だ
消
火
器
を
操
作
し
た
こ
と
に

よ
り
、
消
火
器
が
破
裂
し
て
怪
我
し
た

と
み
ら
れ
る
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し

ま
し
た
。
消
火
器
の
破
裂
事
故
で
過
去

に
は
死
者
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
腐
食

や
変
形
な
ど
の
あ
る
消
火
器
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
思
わ
ぬ
事
故
を
招
く

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

消
火
器
を
破
棄
す
る
場
合
、
一
般
ご

み
と
し
て
捨
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
消
防
設
備
を
取
り
扱
う
専
門
業
者

や
製
造
メ
ー
カ
ー
、
購
入
先
、
販
売
店

な
ど
に
依
頼
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

妊婦教室を開催

妊婦教室

回 月　日 時　間 内　　　　容

１ 12月 7日（月）

受付
13:00 ～ 13:30

　受付時間を利用して、希望する人に助産師等によるハンドマッ
サージを行います。
　リラックス効果抜群です。ぜひ体験してください。

13:30 ～ 15:30

①知って得する「妊娠・出産・育児に関する制度」
②助産師によるお話
　「響きあうということ」「親の思い」
③赤ちゃん誕生までの経過
④栄養士のお話・試食会
　～ママと赤ちゃんに ･･･ 季節のものを取り入れて～
＊随時、個別相談を受け付けます。

２ 12月 14日（月） 19:00 ～ 21:00

①沐浴のコツ（最新版）
　～沐浴を体験してみましょう～
②赤ちゃんの生理的特徴
　ぜひ両親で参加してください 。

①
消
火
器
の
廃
棄

　

不
用
に
な
っ
た
消
火
器
は
、
放
射
や

解
体
な
ど
は
自
ら
行
わ
ず
、
速
や
か
に

廃
棄
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

②
消
火
器
の
維
持
管
理

　

消
火
器
は
、
風
通
し
が
良
く
、
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
る
場
所
や
湿
気
の
多
い
場

所
を
避
け
て
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
頃
か
ら
消
火
器
の
腐
食
や
破
損
な

ど
が
な
い
か
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　

東
分
遣
所
予
防
係

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

　

長
島
分
遣
所
予
防
係

　

☎
（
88
）
５
３
３
３

老
朽
化
消
火
器
の
破
裂
に
注
意

　町では、助産師を招いて妊婦教室を開催します。妊婦に関する
最新の情報を得るチャンスです。助産師による相談コーナーもあ
ります（おっぱい相談も可）ので、ぜひご参加ください。興味の
ある教室だけの参加も可能です。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
図
書
寄
贈

町
立
図
書
館
に
文
庫
設
置

　グラウンドゴ
ルフで 1 ラウン
ド (8 ホール ) に
3 度のホールイ
ンワンを記録し
た選手に、社団
法人日本グラウ
ンド・ゴルフ協
会から贈られる

「ダイヤモンド
賞 」 が ９ 月 20
日、小浜の下塩
見誓さんに届け
られました。
　下塩見さんは、７月 19 日に城川内運動場で
開催された長島町グラウンドゴルフ普及大会に
出場。前半ホールインワンを決め、気分よくプ
レーを続けていたところ、最後の２ホールは連
続して初球がピンへ吸い込まれ、ダイヤモンド
を達成しました。
　同賞を受け取った下塩見さんは「３度入った
ときはびっくりした。元気なうちはグラウンド
ゴルフを続ける。もっと町内でグラウンドゴル
フが普及してほしい」と話していました。

○場　　　　所　長島町保健福祉センター（鷹巣）
○持参するもの　母子手帳
○参  　加  　料 　無料（申込不要）
◎問い合わせ先　役場保健衛生課保健係　☎（86）1111　内線 1108下塩見さんがダイヤモンド達成

　 第 40 回 南 日
本女流俳句大会
が 10 月 10 日、
鹿児島市勤労者
交流センターで
あり、明神俳句
会会員で蔵之元
の迫口君代さん
が南日本新聞社
賞を受賞しまし
た。

　88 人が参加し、
488 句 の 応 募 が
あったこの大会。

迫口さんは、『どこの家でも子どもは大きくなっ
たら出ていってしまう。わいわい賑やかな家庭
がうらやましく、毎年つるし柿を子どもたちに
送っている』気持ちを込めた句、〈どの子とも
はなれて暮すつるし柿〉を出展しました。
　新聞で受賞を知ったという迫口さんは「驚き
ました。気負わず、あせらず、長く俳句を続け
ていきたい」と抱負を語り、「俳句を一緒に楽
しみましょう」と明神俳句会への会員募集も忘
れませんでした。

迫口さんに南日本新聞社賞

鷹巣図書館
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第
４
回
長
島
町
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
10 

月
15

日
、
城
川
内
運
動
場
で
開
か
れ
、
町
内
か
ら
集
ま
っ

た
５
年
生
以
上
の
選
手
た
ち
が
自
己
記
録
の
更
新
に

挑
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
１
０
０
㍍
走
や
走
り
幅
跳
び
、
走
り

高
跳
び
、
８
０
０
㍍
走
、
60
㍍
ハ
ー
ド
ル
、
混
合
リ

レ
ー
、
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
、
仲
間
の
大
き

な
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
選
手
た
ち
は
全
力
を
出
し

切
り
ま
し
た
。

　

川
床
小
６
年
の
久
保
亜
美
さ
ん
は
８
０
０
㍍
走
で

大
会
新
記
録
を
樹
立
し
、
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
の
１
位
の
記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男子
5 年
100 ㍍走　　　　　15 秒 7　　　小崎　将輝（鷹巣）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 50　　　赤嵜　大輔（鷹巣）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 10　　　小崎　将輝（鷹巣）
800 ㍍走　　　　　2 分 59 秒 3　赤瀨叶一郎（城川内）
400 ㍍リレー　　　1 分 04 秒 6　城川内小学校
6 年
100 ㍍走　　　　　14 秒 4　　　築地　瑠偉（蔵之元）
走り幅跳び　　　　4 ㍍ 08　　　﨑野　優介（城川内）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 20　　　﨑野　優介（城川内）
800 ㍍走　　　　　2 分 54 秒 2　小川　巧海（平尾）
60 ㍍ハードル走 　  11 秒 1　　　築地　瑠偉（蔵之元）
400 ㍍リレー　　　1 分 03 秒 0　蔵之元小学校

男女
5･6 年混合リレー　1 分 09 秒 9　本浦小学校

女子
5 年
100 ㍍走　　　　　16 秒 6　　　脇田真央梨（川床）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 42　　　脇田真央梨（川床）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 05　　　礒永　悠里（本浦）
800 ㍍走　　　　　3 分 04 秒 2　梅川　晶可（獅子島）
400 ㍍リレー　　　1 分 09 秒 1　川床小学校
6 年
100 ㍍走　　　　　15 秒 2　　　蜂巣紗理奈（蔵之元）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 39　　　笠作みはす（川床）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 15　　　濵畑　夏美（川床）
800 ㍍走　　　　新 2 分 43 秒 5    久保　亜美（川床）
60 ㍍ハードル走 　  11 秒 4　　　久保　亜美（川床）
400 ㍍リレー　　　1 分 02 秒 5　川床小学校

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
図
ろ
う

と
10
月
２
日
、
長
島
町
い
き
い
き

ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
福
祉
芸
能
大
会

が
、
そ
れ
ぞ
れ
長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
体

育
館
と
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
、
町
内
の

高
齢
者
約
３
８
０
人
が
参
加
。
町

内
を
10
地
区
に
分
け
て
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
や

ボ
ー
ル
う
つ
し
な
ど
８
つ
の
種
目

で
順
位
を
競
い
、
平
尾
チ
ー
ム
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
各
種
目
に

挑
戦
し
た
参
加
者
た
ち
は
、
適
度

な
運
動
で
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
開
演
し
た
福
祉
芸
能

大
会
に
は
、
ホ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い

に
な
る
ほ
ど
の
町
民
が
詰
め
か

け
、
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
三
味
線
や
大
正
琴
、
舞
踊
、
劇

団
に
よ
る
舞
踊
な
ど
に
た
く
さ
ん

の
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

仲間の声援受け全力出し切る

ス
ポ
ー
ツ
と
芸
能
で
健
康
増
進

第４回長島町小学校陸上記録会

持久力が試される 800 ㍍走

跳んだ高さを競う走り高跳び

ジャンケン大会で手足の運動

会場を沸かせた芸能大会

　

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
―
。
北
薩
地

区
身
体
障
害
者
協
会
の
主
催
で
、
平
成
21
年
度

北
薩
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
10
月
６

日
、
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
更
生
支
援
功
労
者
４
人
と
自
立

更
生
者
６
人
が
表
彰
さ
れ
た
あ
と
、
本
町
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
長
島
福
祉
作
業
所
ぽ
ん
ぽ
こ
村
の
大

堂
和
枝
理
事
長
が
、
福
祉
作
業
所
立
ち
上
げ
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
、
パ
ン
工
房
開
設
に
至
る
ま

で
の
苦
労
話
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、「
ぽ
ん
ぽ

こ
村
と
共
に
」
と
題
し
て
講
演
。
障
害
者
福
祉

に
対
す
る
関
心
が
一
層
高
め
ら
れ
る
よ
う
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
長
島
町
総
合
交
流
タ
ー

ミ
ナ
ル
施
設
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
も
あ

り
、
参
加
者
た
ち
は
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

障害者福祉に一層の関心を

福祉大会で講演するぽんぽこ村の大堂理事長
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町
長
動
静
　
10
月

２
日　

町
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

　
　
　

町
福
祉
芸
能
大
会

（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

５
日　

認
定
農
業
者
証
交
付
式（

指
江
庁
舎
）

６
日　

北
薩
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
広
報
番
組
収
録

（
鹿
児
島
市
）

13
日　

県
町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

14
‐
15
日　

全
国
漁
港
漁
場
大
会（

東
京
都
）

17
日　

め
ぐ
り
愛
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
長
島

（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

24
日　

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
開
会
式

（
太
陽
の
里
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
）

27
日　

県
信
用
基
金
協
会
定
期
監
査

（
鹿
児
島
市
）

29
日　

海
の
森  

里
海
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
鹿
児
島
市
）

30
日　

県
消
防
協
会
理
事
会（

鹿
児
島
市
）

　
　
　

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
に
よ

　
　
　

る
県
・
県
議
会
要
望
（
鹿
児
島
市
）

母
郷
出
づ
団
栗
の
実
を
ポ
ケ
ッ
ト
に　
　
　

淵
脇　
　

護

団
栗
の
落
ち
て
政
権
交
代
す　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

ど
ん
ぐ
り
を
固
く
握
り
て
孫
眠
る　
　
　
　

関　

佳
代
美

指
示
仰
ぐ
体
育
座
り
や
羊
雲　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

木も
く
せ
い犀

や
二
人
の
農
衣
よ
く
乾
く　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

雨
あ
と
の
ネ
オ
ン
瞬

ま
た
た

く
暮
の
秋　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

吊
橋
を
吹
き
抜
け
て
ゆ
く
秋
の
風　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

親
に
の
み
寡
黙
な
る
息こ
子
と
稲
を
刈
る
こ
の
寂
し
く
も
温

か
き
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

ひ
め
ゆ
り
の
洞
窟
の
前
動
か
ざ
り
我
と
同
期
に
涙
あ
ふ
る

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
へ
た
る
胡
瓜
が
海
棠
の
枝
に
ぶ
ら
り
と

秋
日
に
照
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

断
崖
の
岩
場
に
鴉

か
ら
す
が
巣
ご
も
り
て
海
荒
れ
る
た
び
群
れ
て

騒
が
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

昼
暗
き
林
道
行
け
ば
ひ
と
所
棚
田
開
け
て
稲
の
香
満
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

田
の
道
を
歩
け
ば
稲
の
香
い
や
ま
し
て
農
に
生
き
た
る
母

懐
か
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

風
凪
ぎ
て
日
の
清
す
が
と
照
る
灘
に
貨
物
船
方
角
西
に
変

へ
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

湯
の
宿
へ
誘
ひ
の
電
話
せ
し
我
に
嫁
の
返
事
は
明
る
く
弾

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

い
ち
枚
の
狭
き
田
な
れ
ど
穫
り
入
れ
の
済
め
ば
落
ち
着
く

老
の
気
遣
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

鈴
虫
の
清
し
き
声
を
聞
き
て
覚
む
亡
夫
の
枕
に
頬
よ
せ
な

が
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

秋
空
に
風
車
は
回
り
風
匂
ふ
東
支
那
海
吾
が
町
抱
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

夫
逝
き
て
よ
り
ひ
さ
び
さ
に
鯵
を
釣
る
手
応
へ
し
み
じ
み

懐
か
し
み
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

医
者
と
な
り
二
人
目
の
子
の
親
と
な
る
息
子
は
養
子
私
の

息
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

お
お
か
た
の
稲
は
稔
り
て
用
の
な
き
水
は
水
路
に
溢
れ
て

流
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

減
反
を
し
た
る
我
が
田
に
枯
草
の
茂
り
て
秋
の
風
通
い
お

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

使
わ
る
る
事
な
く
な
り
て
納
屋
隅
に
立
て
か
け
ら
れ
し
鍬

の
錆
び
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

冷
え
し
茶
を
啜
り
い
る
時
天
井
を
ね
ず
み
の
走
る
音
の
聞

ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

上
げ
潮
の
川
の
面

お
も
て

に
浮
び
い
る
芥
を
赤
く
夕
陽
が
照
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

取
り
そ
び
れ
し
熟
柿
烏
に
食
べ
ら
れ
て
命
に
別
状
な
け
れ

ど
悔
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

俳
句

山
柿
に
群む

ら

が
る
空
の
族

や
か
ら
か
な　
　
　
　
　
　

笹
元　

政
美

寝
ね
て
な
ほ
日
の
匂
ふ
な
り
干
蒲
団　
　
　

桐
野　

眞
実

短
歌

欲
張
と
何
事
な
ど
も
分
ら
ず
と
良
い
事
な
く
し
て
終
る
も

の
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

幕
末
に
藩
を
県
に
と
名
の
み
変
え
世
は
移
ろ
え
ど
政
治
定き

ま
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

富
士
山
の
御
来
光
待
つ
人
び
と
の
心
ひ
と
つ
に
拍
手
の
起

こ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

夏
祭
り
年
々
賑
う
踊
り
子
の
変
わ
る
度
ご
と
拍
手
わ
き
立

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
川
ひ
み
子

天
草
の
風
光
見
晴
ら
す
吾
が
島
の
道
の
廻め

ぐ

り
に
茅か

や

の
穂
そ

よ
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

筆
銜く

わ

へ
口
で
描
き
し
花
の
絵
の
そ
の
明
る
さ
に
心
打
た
る

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

「
県
境
」
＆
「
境
界
線
」
の
謎

浅
井  

建
爾  

著

　

合
併
も
し
な
い
の
に
突
然
面
積
が
２
倍
に

な
っ
た
市
。
境
界
線
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

じ
い
ち
ゃ
ん
さ
ま梅　

佳
代  

著

　

全
然
知
ら
な
い
人
た
ち
な
の
に
吹
き
出
し
て

し
ま
っ
た
り
、
思
わ
ず
泣
け
て
し
ま
っ
た
り
す

る
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
？
「
家
族
っ
て
い

い
も
ん
だ
」と
思
わ
せ
て
く
れ
る
写
真
集
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

回収日 場　　所 時　　間

12 月９日（水）
伊唐大橋前駐車場   7:30 ～ 10:00

ＪＡ東馬鈴薯選果場 13:00 ～ 16:00

12 月 10 日（木）

小浜海水浴場駐車場
サメシマフーズ駐車場   7:30 ～ 10:00

ＪＡ長島馬鈴薯選果場
汐見漁港 13:00 ～ 16:00

　

使
用
済
み
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
等
は
産
業
廃
棄
物

で
、「
使
っ
た
農
家
自
ら
の
責
任
で
正
し
く
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
業
用
廃
ポ
リ
や
肥
料
袋
、
農
薬
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
な
ど
を
回
収
し
ま
す
。
回
収
し
た
も
の
は
、
再
生
処
理

工
場
へ
依
頼
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　

回
収
日
時
お
よ
び
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
役
場
農
林
課

　

℡
０
９
９
６
（
86
）
１
１
１
１　

内
線
２
１
４
３

諸浦港 片側港 中田港

7:10 7:30
7:35 8:05

9:15 9:35
9:40 10:10

11:10 11:30
11:35 12:05

13:10 13:45

14:55 15:15
15:20 15:50

16:35 16:55
17:00 17:30

18:35 18:55

中田港 片側港 諸浦港

6:45 7:05

8:10 8:40
8:45 9:05

10:15 10:50

12:10 12:40
12:45 13:05

13:50 14:20
14:30 14:50

15:55 16:30

17:35 18:05
18:10 18:30

諸浦港　⇒　中田港 中田港　⇒　諸浦港 　

長
島
諸
浦
港
‐
獅
子
島
片
側
港
‐
天
草
市
中

田
港
を
結
ぶ
「
フ
ェ
リ
ー
ロ
ザ
リ
オ
」
が
、
11

月
１
日
か
ら
ダ
イ
ヤ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
が
強

か
っ
た
、
片
側
港
へ
の
６
便
寄
港
に
こ
た
え
た

も
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

天
長
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

　

☎
（
86
）
０
７
７
５

ロ
ザ
リ
オ
の
ダ
イ
ヤ
改
正

農業用廃ポリ類を回収します

○ 梱 包 す る と き は、 長 さ １ ㍍、 重 さ 10 ㌔ 程 度 と し、 異 物 が 混 ざ ら な い よ
　うにしてください。
○廃プラスチック類を運搬する際は、 運搬する車両の両側面に「産業廃棄
　物運搬中」と表示することが義務付けられています。
○回収費用の口座引落を希望される人は、口座番号を確認してください。
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INFORMATION

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
12
月
４
日
か

ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
人
権

週
間
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
憲
法

の
定
め
る
基
本
的
人
権
尊
重
の
精

神
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
て
み
る

こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に

努
め
た
い
も
の
で
す
。

　

人
権
問
題
の
解
決
の
た
め
、
法

務
局
の
人
権
擁
護
課
と
そ
の
支
局

で
は
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
町
で
は
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
、
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
家
族
間
の
問

題
、
財
産
・
相
続
の
問
題
、
差
別
、

い
じ
め
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の

人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

○
期
日
＝
12
月
４
日
（
金
）

○
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所
お
よ
び
相
談
員

・
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

餅
原
美
榮
子
委
員

　

浦
底
和
男
委
員

・
長
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

町
口
昭
弘
委
員

　

長
山
久
義
委
員

　

山
本
定
満
委
員

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
１
１
３

設
立
１
０
０
周
年
記
念
講
演

　

社
団
法
人
鹿
児
島
県
薬
剤
師
会

で
は
、
設
立
１
０
０
周
年
を
記
念

し
て
講
演
会
開
催
し
ま
す
。

○
日
時
＝
11
月
22
日
（
日
）

　

午
前
の
部
＝
11
時
～

　

午
後
の
部
＝
１
時
30
分
～

○
場
所
＝
出
水
市
中
央
公
民
館

○
講
師

　

鹿
児
島
県
薬
剤
師
会
理
事

　

丸
野　

太
氏

○
演
題

　
「
野
辺
の
薬
草
に
学
ぶ
」

　

～
あ
な
た
の
生
活
に
取
り
入
れ

　

て
み
ま
せ
ん
か
～

○
内
容

　

・
薩
摩
と
薬
草

　

・
な
ぜ
今
薬
草
な
の
か

　

・
日
々
の
暮
ら
し
と
薬
草

　

・
健
康
に
暮
ら
す
に
は
ど
う
し

　
　

た
ら
よ
い
の
か

　

・
薬
草
の
種
類
と
使
い
方

※
先
着
３
０
０
人
に
薬
草
を
、
午

　

前
の
部
50
人
、
午
後
の
部
50
人

　

に
薬
草
の
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

　

10
月
14
日
（
水
）
か
ら
、
鹿
児

島
県
の
最
低
賃
金
が
「
時
間
額
６

３
０
円
」
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
使

用
者
は
、
最
低
賃
金
額
を
労
働
者

に
周
知
し
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

※
精
皆
勤
・
通
勤
・
家
族
・
時
間

　

外
労
働
な
ど
の
手
当
、
賞
与
な

　

ど
は
最
低
賃
金
に
算
入
さ
れ
ま

　

せ
ん
。

※
別
に
定
め
る
特
定
最
低
賃
金
も

　

あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

　

12
月
10
日
（
木
）
か
ら
16
日

（
水
）
ま
で
は
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
で
す
。

　

平
成
18
年
６
月
に
、
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関
す

る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
阻
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま
し

ょ
う
。

労
働
保
険
の
成
立
手
続

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て

い
れ
ば
、労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
業
務
中
の
災
害

に
あ
っ
た
と
き
、
失
業
し
た
と
き

な
ど
に
必
要
な
支
援
を
受
け
る
た

め
の
大
切
な
保
険
制
度
で
す
。

　

国
・
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督

署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
11
月

を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

と
定
め
、
加
入
促
進
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
に
つ
い
て
の
ご
相

談
は
、
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督

署
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
ほ
か
、
社

会
保
険
労
務
士
、
商
工
会
な
ど
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
川
内
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
３
２
２
５

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　

☎
（
62
）
０
６
８
５

ご
ぞ
ん
じ
？
検
察
審
査
会

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員

が
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な

か
っ
た
こ
と
の
「
よ
し
あ
し
」
を

審
査
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち

の
人
は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
し
立
て
に

つ
い
て
の
費
用
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
７
１
２
１

　夜間におけるお子さんの急な病
気への対処や、応急処置などを相
談できる窓口です。
　お子さんの急な発熱、おう吐
下痢、腹痛などで分らないことが
あるときにお電話いただければ、
経験豊かな看護師がアドバイスし
ます。

鹿児島県・鹿児島県医師会・鹿児島市医師会・鹿児島県看護協会

だめな子なんていない
落ちこぼれをつくらない方法語ります。

と　き　12 月 12 日（土）
　　　　午後２時～午後３時 30 分
ところ　長島町文化ホール
入場料　無　料

主　催　社会福祉法人指江福祉会  指江保育園
後　援　長島町
　　　　長島町教育委員会
　　　　長島町福祉事務所

教育講演会を開催

■講師
　横峯　吉文 氏
 　社会福祉法人純真福祉会  理事長

■プロフィール
　　テレビで放映されて以来、大反響を呼んでいる「ヨコミネ式」。
　卒園までには全員が逆立ちで歩いたり、５歳児で漢字の読み書
　きができたりと、子どもが本来もっている力を引き出すそのユ
　ニークな子育て法は全国で話題になりました。
　　1951 年３月１日生まれ。女子プロゴルファー横峯さくらさ
　んの伯父。

テーマ
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

化に富んだステージ披露変 出水中央高校吹奏楽部演奏会

みに動くロボットに夢中
長島中学校で出前授業

26 人が古代の生活体験２ 第 16 回長島古墳まつり

　出水中央高校吹奏楽部による演奏会が 10 月 25 日、
長島町文化ホールで開催され、定員 800 人の会場が
満席となる盛況ぶりでした。
　演奏会は『エヴァンゲリオン』で幕をあけ、『詩人
と農夫』や『ラディッキー行進曲』など全 18 曲を披露。
ポピュラ－・ミュ－ジックや踊りなどを交えた変化に
富んだステ－ジとなりました。
　特に『ミッキー』『花笠音頭』は、91 人の部員が身
体を動かしながら楽器を演奏し、会場から大きな拍手
が沸きあがりました。

　進路選択の機会をつくろうと 10 月８日、
長島中学校は３年生 41 人を対象に、出水工
業高校の教諭による出前授業を実施しまし
た。
　電子機械科の宮野豊教諭が講師を務めたこ
の授業には、コピー機やベビーカーなどの部
品を利用してつくられたロボット５台が持ち
込まれ、生徒たちが実際に操作を体験しまし
た。このロボットは、県のコンテストで優勝
している実力の持ち主で、巧みに動くロボッ
トを目の当たりにした生徒たちは、目を輝か
せていました。
　ロボットを操作した脇田幸太君は「一つの
ものをつくるのにかなり工夫されている。ロ
ボットに触れて興味を持つことができた」と
話していました。

　古墳の多い島「長島」で古代の生活を体験しよう―。
長島島援隊（濱田孝一隊長）が主催する第 16 回長島
古墳まつりが 10 月 24 日、ながしま風車公園であり
ました。
　この祭りは、長島に数多く残る古墳を活用し、古代
人を偲び、楽しく遊びながら郷土に対する理解と愛着
を深めようとする小学生向けのイベントです。町内の
小学生ら 226 人が参加し、「鎮

ちんこん

魂」の儀式を執り行っ
た後、火おこしや勾

まがたま

玉づくり、弓矢の操作など大昔の
生活を体験しました。

↑ロボット操作に夢中の生徒たち

↓演奏中にナガシマの文字が出現

↑古代人を偲ぶ鎮魂の儀

巧

化の違いに理解深める文 幣串小が留学生ら招き交流

↑塚田さんやジョージ
さんといっしょに給食
を楽しむ児童たち

←ジョージさんの息子
ピーター君も来校。児
童たちと鬼ごっこで交
流

　幣串小学校 は 10 月 26 日 、青年海外協力
隊としてコスタリカで活躍された塚田拓さん
とタンザニアからの留学生ジョージ・ムサリ
ャさんを招いて授業を開き、全校児童 15 人
が国による文化の違いについて理解を深めま
した。
　塚田さんからは、外国の人と出会ったり、
１人で外国へいったりして言葉が通じないと
きは、ジェスチャーで意志を通わすことがで
きることを学び、ジョージさんからは、タン
ザニアの子どもたちのことや生活の様子、言
葉などについて教えてもらいました。
　５年生の池田翔君は「ジョージさんは最初
はしゃべりにくそうだったけど、やさしくて
楽しかった」と話していました。
　この学習を通して、児童たちはこれからの
自分の生活や地域を見つめ直し、今後の成長
につなげてくれることでしょう。

泊客を心のもてなし
旅館組合がサツマイモ収穫

業者 200 人がツワブキ植栽漁 緊急雇用創出基金事業

宿
　10 月 15 日、長島地区ホテル旅館組合は蔵之元の畑
約 20 ㌃でサツマイモを収穫しました。
　これは、町のイベントが目白押しの今秋、宿泊客に
特産品を無料提供し、宿泊客の増を図ろうと実施され
たもので、とれたサツマイモは宿泊客にお土産として
プレゼントされます。
　同組合の竹之内重信組合長は「長島を訪れてくれた
人に感謝し、心のもてなしをしたい」と話しました。

　10 月 21 日、町は県の緊急雇用創出基金事業を活用
して、県道 47 号沿いにツワブキを植栽しました。
　これは、「石積みと花のまち」を推進する町が、赤
潮被害に遭った漁業者約 200 人の雇用創出を図る目
的と、イベントの集中する今秋、来客を黄色い花で出
迎えるため、約１万５千株を植えつけたものです。

↓収穫を終えた組合員たち

↑赤崎の花壇にツワブキを植える漁業者たち

ながしま 16広報Town_Nagashima  Public  Relations17



（　）内は前月比

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

人　口　  11,750(   +8)
男　性　　5,647(   +4)
女　性　　6,103(   +4)
世　帯　　4,397(   +6)

平成 21 年 10 月 31 日現在

　

10
月
23
日
、
第
19
回
全
国
花
の

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
長
島
町
が
市
町
村
部
門
の
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
土
交

通
省
と
農
林
水
産
省
が
提
唱
す
る

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
本
町
は
歴
史

的
・
文
化
的
な
石
積
み
の
風
景
と

調
和
し
花
を
生
か
し
た
町
民
主
体

に
よ
る
花
壇
づ
く
り
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
長
島
を
美

し
い
町
に
し
た
い
と
願
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
し
て
き
た

こ
と
が
こ
の
受
賞
へ
と
つ
な
が
り

◆
編
集
後
記

▽
造
形
美
術
展
が
幕
を
開
け
る

前
、「
う
ち
の
が
一
番
」
と
い

う
意
気
込
み
で
作
品
を
搬
入
し

て
き
た
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
会

場
で
は
「
ど
こ
の
作
品
も
す
ご

い
ね
」
と
う
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
大
作
が
揃
っ
て
い
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
。
入
場
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
「
感
動
」
と
い
う
言

葉
が
多
い
の
も
う
な
ず
け
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
濱
口
）

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

第
44
号　

有
限
会
社
坂
元
建
設

　
　
　
　
　
　

代
表　

坂
元
大
輔

第
45
号　

有
限
会
社
レ
ガ
ー
レ
・

　
　
　
　

ワ
キ
タ

　
　
　
　
　
　

代
表　

脇
田
安
一

第
46
号　

脇
崎
公
民
館

　
　
　
　
　
　

代
表　

森
山
健
二

第 19 回全国花のまちづくりコンクール

わが町の景観づくり

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
花
づ
く
り
を
通
し
て

人
々
の
信
頼
や
連
帯
感
が
増
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
い
き
い
き
と

活
性
化
す
る
よ
う
な
花
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

景
観
団
体
に
３
団
体
認
定

　

長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観
団
体

に
、
新
た
に
３
団
体
を
認
定
し
ま

し
た
。

　

協
定
団
体
は
、
主
に
国
・
県
道

沿
い
に
花
壇
な
ど
を
造
成
・
管
理

し
、
花
に
よ
る
本
町
の
景
観
づ
く

市
町
村
部
門
で
優
秀
賞
受
賞
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長島フェスタ

と　き　12 月６日（日）

　　　　午前９時 30 分～午後３時　
ところ　長島町総合町民体育館
内　容　各種団体による出店
　　　　バザー
　　　　福祉機器の展示コーナー
　　　　健康相談コーナー
　　　　健康測定コーナー
　　　　介護保険コーナー
　　　　お楽しみ抽選会　など

農産物等品評会

と　き　12 月５日（土）
　出品物は、当日午前９時までに自治公民
館長が放送により指定する場所へ出荷して
ください。
　本人が持ち込む場合は、 当日午前 10 時
までに長島町総合町民体育館へ搬入してく
ださい。

液晶テレビが当たる
お楽しみ抽選会

12 月６日（日）
午後２時から

　
長
島
フ
ェ
ス
タ
は
、
町
内
の
団
体
に
よ
る
特
産
品
、
商
工
業
製
品
な
ど
の
販
売
や

福
祉
機
器
の
展
示
、
健
康
増
進
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
当
日
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

主催 / 長島町、長島フェスタ実行委員会
問い合わせ先 / 長島フェスタ実行委員会事務局（長島町役場農林課内）
　　　　　　　☎（86）1111　内線 2141



日 月 火 水 木 金 土

２００９

お知らせカレンダー
広報ながしま12月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

  11/２９ ４ ５

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１   1/１   1/２

  11/３０ １ ２ ３
◎メタボらない教室

（保健福祉センター）
■燃えるごみ

（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（浦底・川床・山門野）

■資源ごみ　　（獅子島）

●鷹巣診療所 86-0054

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331 ■出水総合医療センター 67-1611

○飯尾医院 88-5040
○しお歯科医院 67-5844

□ふれあい薬局 63-3070

□中央薬局 73-2907

■出水総合医療センター 67-1611

◎妊婦教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

◎心配ごと相談（長生園）
（保健福祉センター）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）

●北国医院 72-0016

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

■二宮医院 62-0167

○鷹巣診療所 86-0054
○こじま歯科医院 63-4618

□タカラ調剤薬局 62-8813

□さかえまち薬局 72-0978

□長島調剤薬局 64-5555

■二宮医院 62-0167

◎メタボらない教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

◎幼児歯科
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（浦底・川床・山門野）

■資源ごみ　　（獅子島）

●林胃腸科外科医院 73-3639

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331 ■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック 88-6405
○あくね歯科医院 72-0556

□ふまわり薬局 62-6070

□野田調剤薬局 84-2856

□本町薬局 73-3233

□しおかぜ薬局 88-6011

■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

○平尾診療所 88-2595
○上野歯科医院 63-2306

□奥田薬局 67-3400

□本町薬局 73-3233

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

■キッズクリニック 63-7707

○飯尾医院 88-5040
○金子歯科医院 63-2150

□メープル調剤薬局 62-9292

□マリン薬局米ノ津店 67-5002

□会営薬局阿久根店 72-5060

■キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
□阿久根薬局 72-1017

□長島調剤薬局 64-5555

■こどもクリニック永松 64-1500

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

○長島クリニック 88-6405
○橋口歯科医院 63-2330

□会営薬局阿久根店 72-5060

□しおかぜ薬局 88-6011

■出水総合医療センター 67-1611

○平尾診療所 88-2595
○太田歯科クリニック 84-4700

□さくらんぼ薬局 68-7000

□めぐみ薬局 82-5551

□さかえまち薬局 72-0978

■出水総合医療センター 67-1611

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

祝日には、国旗を掲げましょう！

◎ＢＣＧ
（保健センター）

◎メタボらない教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

● 12月 23日は天皇誕生日です。
　  天皇誕生日は、今上天皇（在位中の天皇）の誕生日を祝う日です。


